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韓国におけるミツパテ寄生性ダニの現状

韓国の国土は約 99000Km2,その70%が山

地で,主にマツとカシにより覆われている.覗

荏,約 45600戸の養蜂家が,セイヨウミツバチ

A♪ismelliferaとトウヨウミツバチA.cerlana

を合計約 770000群所有 している. トウヨウミ

ツバチは,南部 (北緯 35度～35度 30分)の智

異山域と,最北の北緯 38度付近の雪岳山域で

飼養されている.

韓国では四季を通 して約 120種の蜜源植物

が見られる.最も重要なものは全土に分布 し,

植栽面積が3970khaに及ぶニセアカシアRob-

iniapseudoacaciaである. これを蜜源とする

ハチミツが主要国産-チミツで,採蜜量は全採

蜜量の60-70%を占める.

副蜜源はナタネ, リンゴ (3075ha),ナシ,

クリ,ウルシ,エゴマである.これらの副蜜源

からの年平均生産量は,1992年から1995年

の間で9468tになるが,1993年からは漸次減

少傾向にある.

ミツパテへギイタダニ Varroajacobsoniは

1960年以来, 国内随所で発生 していて, セイ

ヨウミツバチとトウヨウミツパテに甚大な被害

を及ぼしている.被害が大きくまた長期化する
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のは,本ダニの寄生率が全蜂群の40-70%以

上と高いことにある.

ミツパテへギイタダこ

このダニは,雌がミツバチの幼虫,柄,成虫

に寄生する. 寄生された-チは,7. 1-30.

4%の体重減少,奇形,麹が縮れることによる

飛行不能,成長停止などの症状を示す.

本ダニによる被害についてのアンケート調査

(1995)では,養蜂家の26%がこのダニによる

ミツバチの被害が30-50%で,また-チミツ

の減収も30-50%になると答えた (表 1).こ

の結果を 1984年に行った同様の調査結果と比

較すると,ハチの損失 と-チ ミツの減収が

70%を越すと答えた養蜂家は,1984年の7.8

%に対 し,1995年には14%と倍増 している.

寄生増加の理由の一つは,ダニのダニ剤に対す

る抵抗性が増加 したことであると考えられる.

アンダーウッドへギイタダニ

近縁のアンダーウッドへギイタダニ V.un-

derwoodiは韓国では最初, トウヨウミツバチ

群で 1991年に見つかっている.寄生が報告さ

表 1 ミツバチへギイタダニによるミツバチの被害と-チミツ生産の損失

ミツバチの損害と ミツバチの損害 -チミツの損失

ハチミツの損失 養蜂家 (%) 養蜂家 (%)
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表 2 ミツバチトゲダニによる蜂群被害と損失額

被害蜂群数 養蜂家数 (%) 損失金額 (米ドル) 養蜂家数 (%)
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れた場所 は,北緯 35.3度 を中心 とす る北緯

34.5から36.5度の地域である.寄生率は トウ

ヨウミツバチでは20-37%で,セイヨウミツ

バチでは5-12%であった.

ミツバチ トゲダニ

ミツバチ トゲダニ TropilaelaPsclareaeは

1992年に,中国からの輸入 ミツバチで最初に

報告された.このダニの被害は全蜂群中の30

-70%以上に及び,高めに見積もれば全養蜂家

の85%が被害を受けていることになる.

被害状況についてのアンケート調査で,養蜂

家が ｢最 も激 しい被害を受けたと感 じたのは

7,8月である｣ と答えた割合は全体の40%,

｢9, 10月に受けた｣ と答えたのは22.4%であ

った.また彼らの31.9%が管理 していたミツパ

テを30-50%はどこのダニによって失ったと

答えた.さらに,1992年と翌 1993年の2年間

に被害を受け失った蜂群数は約 50-200群で

あると答えている.この被害を現金に換算する

と6,250-25,000米国 ドルとなる (表 2).

(Wooetal‥ 1994)

1993年以前に輸入 した蜂群で,本ダニによ

る被害を経験 した養蜂家の割合は73%以上で

あった.これは比較的短期間にこのダニが国内

に蔓延 したことを示す.移動養蜂家がダニを広

範囲に拡散させたとのであろう.

ミツバチへギイタダニとミツバチ トゲダニの

寄生を同時に受けると被害がより大きくなるこ

とが知られている.この 2種に同時に寄生を受

けたとした養蜂家の85%が報告 した蜂群の損

害は他よりも約 20%多い.

越冬場所とミツパテ トゲダニ

済州道済州島表善,全羅南道の珍島,慶尚両

遺潤川,慶尚南道南海のミツバチの越冬地にお

いて, ミツバチトゲダニの調査を行った.

雌 ダニはすべての地域で冬季 も産卵 してお

り,成ダニが ミツバチ幼虫に見られた.寄生率

は調査 した2か所で 27.6%と50%であった.

調査地の冬季平均気温は2oCで, ミツバチの女

王蜂の産卵は継続されていた.済州島のような

ミツパテの越冬に適した温暖な地域に移動 した

表 3 ミツバチへギイタダニとミツバチトゲダニの同時被害

被害 調査養蜂家数 %
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表 4 ミツパチの越冬地の平均温度 (℃)

地 名 1993年 12月 1994年 1月 1994年 2月
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蜂群では,女王蜂が産卵を停止 しないので,ダ

ニの繁殖,越冬に好条件であると考えられる.

養蜂家は越冬を成功させるために,蜂群を済

州島に持ち込むが,済州島で蜂群を越冬させる

ことは,ダニの繁殖を助長するという危険な結

果につながる可能性が高い.

筆者は済州島内の気温と海抜との関係を調べ

て,越冬に適切な場所の選定を試みた.海抜

400-500m になると冬季の平均気温は1.54℃

で,700-800m では0.1℃であった.したがっ

て済州島内で ミツバチを越冬させるなら海抜

400m以上にすべきである.

まとめ

ミツバチへギイタダニの寄生密度は5月と6

月が最も高く,ミツバチ トゲダニは8月の終わ

りから9月の始めがピークであった.両ダニの

韓国での拡散の原因は,移動養蜂家が8月と9

月に南から北まで移動し,ダニを伝搬すること

にある.ダニを化学的に防除するに当たってよ

り効果をあげるためには,早春,雨季の終わり,

および初冬期の3回に分けて化学的防除を行

うのがよい.

(著者の住所は下記参照)

(翻訳 竹内一男)
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Damagesofhoneybeemitesonbeekeeping

in Koreaareevaluated by thequestionnaire

survey forbeekeepers.Thereare two mites

genusinKorea,VarTOaandTroPilaelaps.Out-

breakofT clareaecaused30to70% ofcolony

lossinApismeLliferabeekeepinganditseco-

nomicimpactreachedatUS$6,250to25,000

peraveragebeekeeper.Many beekeeperstho-

ughtthatthesemlteSCausedthedamageson

honeyproduction.

Both TropilaeLapsand Varroa nitswere

sometimesfoundacolonyandinsuchcasethe

damageofbeesweremoreseriousthansingle

infestation.

Chemicalcontrolsofthemitesarevery

important.ontheotherhand,forTropiL2eLaps,

beekeepersshouldconsiderthelocationforapi-

ariesduringwinter,becauselow temperature

couldreducetheinfestationofthemite.


